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タイ投資委員会（BOI）は、2021年のタイ投資申請額が 

FDIとBCGが牽引し59％増の195億米ドルと発表、 

合わせてバイオハブ化推進のための追加措置を承認 

 

タイ投資委員会（BOI）は2月3日に、2021年の外国直接投資および国内の投資申請額合計が

6,427億バーツ（約195億米ドル）に達し、主にハイテク分野への外国直接投資（FDI）や   

バイオ・循環型・グリーン（BCG）産業プロジェクトへの投資金額・件数の増加、発電分野への

継続的な投資が牽引し、前年比59％増加したと発表した。 

 

このデータはプラユット・チャンオーチャー首相が議長を務める委員会の会議後に開催された 

記者会見で発表された。また本会議では、バイオエコノミーを推進し、地域のバイオハブとして

のタイの地位を強化する戦略を推進するための追加優遇措置も承認された。 

 

ドゥアンジャイ・アッサワジンタチットBOI長官は記者団に対し「BCG事業への投資申請は、 

タイ経済およびタイで活動する企業が、コロナ後の消費者需要やサプライチェーンの変化に対応 

できるよう策定した優遇策の活用により、継続的に増加している。外国直接投資に関しては、 

スマートエレクトロニクス、特殊化学品、バイオプラスチック、医療などのターゲット産業への

投資が絶えず増加している。」と述べた。 

 

電気製品と電子機器は需要の急増を反映して1,045億バーツと再び最多の申請額となり、次いで 

医療関連が622億バーツ、石油化学と化学薬品が484億バーツ、農業と食品加工は477億バーツ、

そして自動車と部品の246億バーツとなった。12のターゲット産業への投資申請合計金額は3,405

億バーツで、全体の53％を占めた。最も成長したのはデジタル産業で、申請額は2020年の16億

1,000万バーツから2021年は140億バーツと9倍近く急増した。 

 

バイオテクノロジーや環境配慮型製造業などBCGに分類される事業活動への投資額は、2020年の

684億バーツから2倍以上の1,524億バーツに増加し、バイオプラスチック製造や農業廃棄物の 

リサイクルなど持続可能な活動に対する投資企業の意欲が高まっていることが確認された。 

 

発電分野では、発電インフラ拡大や再生可能エネルギー、クリーンな天然ガスへの移行に伴う 

投資が大きな割合を占めた。 

 

一方、外国直接投資は783件のプロジェクト申請に対して4,553億バーツと全体の申請額の71％を

占め、2020年の1,693億バーツ比3倍近い申請額の増加となった。国別では、日本が178件、807億

バーツで再び最多となり、次いで中国が112件、386億バーツ、シンガポールが96件、297億バー

ツと続いた。外国直接投資申請の上位3分野は電気・電子、石油化学・化学、そして医療であった。 



 

地域別では、チョンブリー、チャチュンサオ、ラヨーンからなるタイの一大工業地帯である東部

経済回廊（EEC）におけるプロジェクト申請額が2020年比34％増の2,205億バーツで、最多で 

あった。 

 

バイオハブ化推進のための追加措置 

 

承認されたバイオエコノミー推進を目的とした追加措置として、BOI投資奨励対象業種に  

「農産物のデジタル取引プラットフォーム」および「農産食品工業団地・地域」の2業種を新たに

追加した。 

 

デジタル取引プラットフォームの投資奨励は「農場から工場へ」というコンセプトを実現する 

ことを目的としており、常に高品質の原材料を供給し、農家に対し、最新技術の利用が可能とな

るよう、農業部門の生産性向上を目的としている。このモデルによって農業や食品・非食品業界

におけるサプライチェーンがより強固なものになり、世界有数の食品供給国としてのタイの競争

力が更に強化されることが期待される。 

 

バイオ関連分野で活動する既存企業は多いものの、集積されていない場合があり、同一サプライ

チェーンにある企業間連携強化が望まれる。農業・食品産業特区は、食品加工や農産物、副産物、

廃棄物を主原料とする事業、関連する科学技術サービス（試験所など）や研修を提供する事業 

など、農業や食品のサプライチェーンに関与する事業の集積化を目的とする。 

 

いずれも、5年間の税制優遇措置（法人所得税の免除）の対象となる。 

 

また、天然素材から抽出したエキスやそれらを使用した製品製造プロジェクトへの恩典や条件の

改善も承認された。先進技術の導入や製品品質の向上、公的資金による研究の商業化を促進する

観点から、製品の対象範囲が拡大され恩典も改善された。 

 

**************************************** 

お問い合わせ先： 

本情報便の内容についてのご質問、タイ進出に関するご相談がおありの方は、ぜひお気軽に下記のタイ

投資委員会（BOI）東京事務所または大阪事務所までご連絡を頂ければと存じます。 

 

BOIのホームページ：www.boi.go.th  

BOI 東京事務所 

 タイ王国大使館経済・投資事務所 

〒107-0052 東京都港区赤坂2-11-3  

福田ビルウェスト8階 

Tel. : 03 3582 1806  

E-mail : tyo@boi.go.th 

Facebook：

https://www.facebook.com/BOITokyoOffice 

 

BOI 大阪事務所 

 タイ王国大阪総領事館 

〒541-0056 大阪府大阪市中央区久太郎1-9-16 

バンコク銀行ビル7階 

※BOI大阪事務所の管轄エリアは、関西、中国お

よび四国 

Tel. : 06 6271 1395  

E-mail : osaka@boi.go.th 

Facebook: https://www.facebook.com/boiosaka 
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